
アル法に求めるもの

SWの

人材養成・育成の

開発・推進・研究

（養成校教育、現任教

育）

多様な場で身近に相
談できる機能を充実さ

させる。

（専門治療機関をはじ
じめ、市区町村の行政
政機関、一般医療機
関、地域包括支援セン
ンターなどに回復支援

援ＳＷを必置）

国民に、具体的な
な相談窓口に関す
る情報提供を持続
的に行うためのプロ

ロ―モーション活動

動の充実

・社会福祉教育カリキュ
ラム開発
・専門治療病院だけで
はない、一般医療機関
や福祉関連機関で働く
ＳＷに対する研修カリ
キュラムの開発と実施

アウトリーチ力
問題発見力

早期発見・早期支援
（治療）
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